
算数科 第 5学 年学習指導案

1.単 元名  小 数のかけ算 とわり算を考えよ

2.単 元の目標

〇小数に整数をかける乗法や、小数または整数を整数でわつて商が小数 となる除法計算 の意
味とその計算のしかたに?い て理解 し、それを用いる能力を伸ばす。

[関心 ・意欲 ・態度]・小数 x整 数、小数十整数の計算のしかたを、既習の整数の乗法、除
法計算と関連づけて考えようとする。

[数学的な考え方]・ 既習の整数の乗法、除法計算をもとにして、小数X整 数t小 数十整
数の計算の しかたを考える。

・小数 X整 数 、
‐
小数キ整数の計算 をす ることができる。  :

・小数 X整 数 、小数七整数の計算 の意味やその計算のしかたを理解す
る。

3 .単 元 の関連 と発展
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[表現 ・処理]

[知識 ・理解]

① 小 数と整数のしくみ ⑤ 分数のかけ算とわり算

・小数の意味 (小数第一位),

構成,大 小比較

・分数に整数をかける計算
・分数を整数でわる計算
・分数に分数をかける計算
・分数を分数でわる計算
・計算法則の分数への拡張

・小数の意昧 (小数第二,三

位),構 成,X/jヽ比較
・整数,小 数の十進数として

の統一

・整数,小 数を10倍,100倍 ,

島,品したとき0/1数ヽ点
の位置

② わ り算の筆算(2) 0 分 数倍を考えよう本単元:小数のを「算とわり貿l】

・2,3位 数■2位 数の筆算

形式による除法
・除法について成 り立つ性質

・小数 X整 数の計算のしかた
。小数(整数)■整数=小 数め

計算のしかた
・倍力朔 数ヽでも表されること

・分数の乗除の意味の拡張

(第二,第 二,第 二月法)

④ 月ヽ数のかけ算とわり算(2)

・小数 X小数,小 数■小数の

意味と計算のしかた
。小数の乗除の意味の拡張

(第一用法,第 二用法)
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4 `単 元について

( 2 )児 童について
二おいて意欲的に取 り組む子が多い。 これは、
り、計算 ・処理 を中心 として、「できる、分か
軍、未習の問題 に対 して、既習事項 と結びつけ
亜んだ り、また、それを表現 した りす ることを

レデ ィネステス トの結果は以下の通 りである。
も謀答者が 1る 。と し、小数 を整数部分 と小数
に5は 8と'0. 5をあわせた数)は 、誤答者が 3

と数文 2位 数)の 筆算 の問題では、各設間、謀
暑り上が りでの謀容があつた。
三算の間題では、各設間、誤答者が 1名 、1名 、1

・

磨署露雪霜Fは
ヽあ り のない問題の

子
答者が 2名 、あま りのある問題の謀答者は 5

' °

傷皇警舎岳習退暮憲雪胃Fは
ヽ倍 を求める

甲甲
の謀答者が 2名 、基準量を求

?る
問題

・未習問題である小数 X整 数の筆算は正答者は 21名 、小数キ整数 の筆算の正答者は、

ぅ長各憂魯尋雪推ご激晋息暑舞暑P考
え方を理解した上というよ、り小数点の操作とい

ゃ数な経農菅暑!t宅茎啓署き箸雫零雫雷害療F樽文景景旨曇百憲券景督民
などの数の概念

(3)指 導にあたって
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(小数のわ り算)
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小数倍の意味の理解 においても個人差が出ると思われ ることか ら、
コース別学配 によって指導す る。特に、理解 の困難な児童には、図な
どを用い丁事 に指導 をしたい。
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小単元 “4   コ ース別学習による指導。
(まとめ)            '

①コースは次の 2コ ースを設定する。
(じつくリコース)ヽ ・・教師とともに考えなが ら、意味理解、計算技能の定着をめざ

す コース。
(どん どんF― ス)・ ・・自力解決を基本 としながら、できるだけ多 くのFF5題に取 り組fみ

、意味理解や計算能力を高めるコース。

コース選択ほ レデ ィネステス トの後、児童の希望を取 り、筆算形式の意味理解の指導後 、
教師の助言を加えて決定す る。従 つて、各コース内において も個人差に応 じた指導の配慮
や工夫 も考えていきたい。

5.観 点別評価規準表
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6.指 導計画 (全13時 間)

小単元
[時間]

学習 目標 指導形態 時

　

数

主 な 評 価 規 準

関心 ・意欲 ・態度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

①
小数のつ玉

け算
[4時 間]

・小数に整数を
かける計算の意
味を理解する。

T・ T に
よる一斉

小数に整数をか
ける計算 の意味
を、既習の整致の
乗法計算に関避づ
けて考えようとし
ていると

・1た0の 位ま
での小数に 1位
数をかける筆算
のしかたを理解
し、その計算が
できる。

■

既習の整数の乗
との華算をもとに
して、1/10の位ま
での小数に 1位数
をかける筆算のし
か た を考 えて い

る。

1710の位までの

期小数に ■位数を
かける場合や、積
の 1′13の 位 が 0
になる場合の筆箕
をすることができ
る。

・1/10の 位 ま
での小数に2位
数をかける筆算
oし かたを理解
し、その計算が
できる。

ヨース別

l C 2 T

lメ10の位までの
小数に2位 数をか
ける筆算をするこ
とができる。

1/10の位までの
小数に2住 数をか
ける等算のしかた
を理解している。

・学習内容に習
熱する。

寸 1/10の位までの

小数に 1～ 2位 教
をかける計算をす
ることができる。

②
小数のわ
り算
[6時 間ヨ

'小数を整数で
わる意味を理解
する。

T' T そこ
よる一斉 ■

小数を整毅でわ
る計算の意味を既
習の整数の除差計
算に関連付けて考
え よ うと して い
る。

・1/ 1 0の位ま
での小数を 1位
数でわぅ筆算の
しか た を理解
し、その計算が
できる。

既習の整数の除
法をもとにして、
1/10の位までが小
数を 1位 数でわる
筆算の仕方を考え
ている。

。1/10の 位 ま
での小数を 1～
2位 数でわる筆
算 (商が純小数
になる場合も含
む)の しかたを
理解 し、その計
算ができる。

ヨTス B l j

l C 2 T ■

1710の位までの

小数を1｀ 2柱 教
でわる筆算 (商が

純小数になる場合
を含む)を するこ
とができる。

1/10の位までの
小数を 1～ 2位 数
でわる筆算 (意が
純ィヽ数になる場合
を含む)の しかた
を理解している。

'あま りがある
場合のあま りの
小 数 点 の位 置
と、あま りのあ
る計算の検算の
仕 方 を理 解 す
る。

1

あま りを求める
ときに、 単位 とす
る小数の何個分 と
して考えることが
できる。

あまりのある場
合の小数を整数で
わる計算のをする
ことができる。

・整数や小教 を
整数でわって、
わ り遊みをす る
ときの筆算の仕
方 を理解 し、そ
の 計 算 が で き
る。

１

（本
　
時
）

わりきれずにあ
まりが出たと思っ
たわり算でも、革
位をさらに小きく
して考えるとわり
算が続けられぢこ
とに着自できる。

整数や小数を整
数でわつて、割進
みをする時の筆算
をするrことができ
る。

③
小数の借
[1時 間]

'小 数倍の意味
を理解する。

小数倍の意味を
図などを用いて説
明できる。

除法によつて、
小数倍を求めるこ
とができる。

まとめ

[2時 間巴

・学習内容に習
熱する。

- 2 8

1/10の位までの

小数を 1～ 2位 数
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・学習内容の理
想を確認する。
・学習内容の理
解を深め、算数
への興味を広げ
る。

小数の乗法や除
法の計算式につい
て考 えようとして
予`る。

7.本 時の指導

( 1 ) 目 標
整数や小数 を整数でわって、わり進みをす ときの筆算のしかたを理解 し、その計算が ,

できる。

I数学的な考え方】 わ りきれずにあま りが出た と思つたわり算でも、単位 をさらに小 さ

【表現 ,処理】

iくして考えるとわり算が続けられることに着目できる。

整数や小数を整数でわつて、わり進みの筆算をすることができる。

( 3 ) 展 開  `

【どんどんヨース】

(2)判 断基準 と指導の方向性

十分満足できると判断で
きる視点

A

、おおむね満足できると判
断できる視点

B

努 力を要する児童への対
応 ・手立て

C

的
え

学
者

数
な
方

わりきれずにあまり,が出
たと思ちたわり算でも、単
位をさらに小さくして考え
るとわ り算が続けられるこ
とに着 目し、その意味を説
明できる。
【聖致+整 数、小数キ整数

において、単位をさらに小
さくしてわり進むごとの共
通性に気付かせる。】

【あま りは、0, 1あるいほ
0. 0 1が何個分で あるかを考
えると、わ り進むことがで
きることに気付かせ る。】

出
単
え

こ

が

ヽ
考

る

り
も

て
れ

ま

で
し
ら

働
塔
訳
鮒
る

。

ず

わ

小
が
き

れ
た

に
算

で

き

つ
ら
り
目

り
思
さ
わ
着

わ
と
を
と
に

た
位

る
と

【あまりは、そのままでは
わることができないので、
さらに小さい単位で考える
と、わり進むことができる
ことを既習内容から振 り返
らせる。】

表現

処理

整数や小数 を整数でわっ
て、わ り進みの筆算を兼早
く正確 にす るこ とがで き
る。
11 / 1 0 0の位 以下の小数 を

わる計算にも取 り組めるよ
うにし、筆算の仕方を自己
評価 しなが ら進めさせる。】

整致や小数を整数でわつ

て、わり進みの筆算 をする
ことができる。

【選択可能な補充 ・発展開
題を用意 し、筆算の仕方を
自己評価 しなが ら進 めさせ
る。1

【個別指導 により、わり進
みの筆算の仕方を、かき方
を含 め、丁寧に指導 しなが
ら正確にできるようにして
いく。】

段階
時間

学 習 活 動 教 師 の 指 導 評 価

つ

か

む

1 学 習課題を把握する。
O問 題丈を読み、立式をする。

・整数キ整教 てあまりあり)の

問題を提示する。

I関心 ・意欲 ・速度】

わり進むとわ りきれ

る塀合 が あることに気

づ き、そ の方法 を考 え

よ うとして予ヽる。

6リ ッ トルの牛乳を4人 で等分すると、 1人 分は何 リッ トルにな りますか。

6キ 4=1あ ま つ2 ・醍習の方法では、あまりが出
るが、あま りも等分できるこ

とに気付かせ る。

(整数 キ整数で、)あ ま りを出 さないで わ りきれ るまで

計算する方法を考えよう。

- 2 9 -



7 分

2  課 題解決の見通 しをもつ。
O方 法の見通 しをもつ。

・あま りの2は 、0.■が 20こ と考え
れば、わることができる。

,6を 6tOと考えれば、わり算を続けら
れる。

観察により見通 しがある程度
立っている判断できた場合は、
あま り追求せず、自力解決ヘ

と向かわせたい。

【数学的な考え方】

わりきれずにあま り

が出たと思つたわり算

でも、単位を小きくし

て考えると続けてわ り

算率できることに着目
できる。(発表)

や

つ
て

み

る

　

勢

3  自 力解決をする。
06キ 4を わ りきれるまで計算

し、問題に対する答えを出す。
・筆算形式のかき方を考える。

,問題に対する答えを出す。
・小数以下のわり算の意味を説明できる

ように準備する。

自力解決に 自信が持てないで

いる子に、個別指導する。

た

し

か

め

る

3 0

分

解決の方法を確かめる。

O筆 算 の仕方 と答えを発表 し合

う。                   ‐

O答 え と筆算の仕方 を確認 し合

つ。

5 新 た な問題 の見 通 しを持
ち、 自力解決す る。

01,7キ 5の 計算 をす る。

O筆 算の仕方と答えを発表し合う。
O答 えと筆算の仕方を確認し合う。

6 類 題 問題 を とく。

まとめる。

自分の考えを分か りやす く伝

える力をつける場 としたい。

筆算のかき方 を混乱 しないよ

うに、教師と共に確認 し合 う。

整数十整数 との違い と共通点

を明 らかにさせてか ら、解決

へと向かわせる。

筆算の仕方 のプロセスまでお

さえ、一般化を図 りたい。

【知識 ・理解】

筆算の方法 として、

0を つけることは、単

位 を小 きくして考 えた

ことであることを理解

して↓`る。

(ノー ト・発表)

【数学的な考え方】

0,01を単位占すると、

整数キ整数と同じよう

にわり進むことができ

ることに着目できる。

【知識 B理解I
・
整数や小数 を整数で

わらて、わ り進みをす

る ときの掌算の仕方を
理解しているも

(ノー
ト、発表、観察)

I表現 ・処理】

整教や小数を整数で

わって、わ り進みの筈

算をすることができる。

(ノー ト、学習シー ト)

あま りは、o . 1 ,は0 1カれ く`つ分寛
計算を進めるとわりきることがで違

をヽ考えて、 0を おぎなって
'る。

練習 問題に取 り組む。

・練習問題の確保す るとい うこ
とか ら、場合によつては、「ま
とめ」を後にまわす ことも考
える。

1発展的な問題 (1/ 1 0 0の位以下
の小数 を整数でわる計算)も
用意 し、意欲のある児童合取
り紙ませたい。

ふ

，

か

え

る
扮

本 時 の学習 を振 り返 る。

①発表 し、評価 し合 う。

次時 の学習 を知 る。10

わ り進 む こ との よ きに触れ た

発表 をさせたい。

- 3 0 -



コー ス

｀
【数学的な考え方1
わりきれずにあまりが

出ても,単 位を小さくし
て考えるとわり算が続け
られることに着 目でき
る。(発表)

・整数十整数(あまりあり)の問題を提
示する。

一の位の2は 0。
に気づかせる

1が 20と いうこと

る
整
を

き
は
と

で
て
こ

ｏ

分
し
る
る

6+4=1あ まり2

2 課 題解決の見通しをもつ
○答えの予想をする

■2よ り多いが 22よ りは少ない。

○方法の見通しを持つ
・あまった2Eを    4
を0.12に 置
き換える方法

・6を 6.0と 考
えてわ り進む方    4
法

1 学 習課題を把握する
○問題文を読み,立 式する。

62の 牛乳を4人で等分すると, 一人ぶんは何 ,
になりますか。

わりきれるまで計算する時の計算のしかたを考えよう

や

つ
て
み

る

　

勁

穐量    で 詳し,問
・筆算形式で書く
。わりきれるまで計算して答えを
出す

。2に 0を つけてわ り進めるわけ
を説明できる

て
　
　
　
，

か　　　鎌

却　車嚇数）

南
境期崩打っ舛

6 ま とめる。

7 練 習問題に取 り組む

名子::ぱ署壇事事旨豊賢ぎ蒼筆と魯;:
2～ 3間程度

5解
喪手aF題

の見通しを持ち 自カ

3も:官:そヂ暑渇予発発墨富し1::::

・板書して一緒に確認し合 う。

整数十整数との違いと共通点を明らか
にし,解 決させる。
0.1よ りさら1こ/Jさヽい単位 「0,01」
に気づかせる。

【知識 ・理解】
筆算の方法として,0

をつけることは,単 位を
小さくして考えたことを
理解している。(ノー ト
・発表)

【数学的な考え方】
0.0■ を単位 とする

と,整 数■整数 と同じよ

うにわり進むことができ
ることに着目できる。

【知識 =理解l
整数や小数を整数でわ

つて、わり進みをすると
きの筆算の仕方を理解 し
ている。(ノー ト・発表す
観祭)

【表現 ,処理】
整数や小数を整数でわ

つて,わ り進みの筆算を
することができる。

ノー ト‐学習シー

を建岳2ぜ営泉塔旨督F何
個分か考えると, さらに計算

祐ゴ鋒鯖〒罫留鍔酔る。
9 次 時の学習を知る。

1 0

分

た

し

か

め

る

２５
分


